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はじめに 

本研究は, 大気中微量成分の変化について調査を進めている. 

大気中微量成分とは地球大気中に含まれる窒素, 酸素, アルゴ

ンより含有量が少ない物質のことを指す.これらの変化は一見

小さいように見えて地球の環境に大きな影響をもたらしている. 

例として二酸化炭素の排出量増加による地球温暖化の進行があ

げられる. 我々は北海道陸別町に設置されている、フーリエ変

換型赤外分光光度計(以下 FTIR とする)を用いて観測されたデ

ータを，コンピューター上の仮想空間である ubuntuを用いて解

析を行い大気中微量成分の量を可視化して研究を進めている. 

我々は大気中微量成分の変化と人間生活の変化との関りについ

て調査を進めている. 

  

仮説 

 新型コロナウイルスの感染拡大や,地方自治体や国から出さ

れる政策により人の活動が不活発になったものと考えられる.

それに伴い自動車の利用が減少した. 自動車が走る際には一酸

化炭素や亜酸化窒素を含んだ排気ガスを放出する.したがって,

感染症拡大により交通量が減り大気中の一酸化炭素と亜酸化窒

素の量が減少する,と考えた. 

 

研究方法 

① 2018 年～2020 年の道東自動車道の交通量を調べ,グラフに

する.(NEXCO東日本：高速道路の月別通行台数) 

② 名古屋大学宇宙地球環境研究所様から頂いた,一酸化炭素

と亜酸化窒素のデータをubuntuにて解析を行う. 

[1]解析する微量成分と時期を指定する. 

[2]指定したデータを演算処理にかける. 

[3]プロット用ソフトでグラフ化を行う. 

③ 交通量グラフと解析したデータを見比べ,分析を行う. 

 

図・グラフ 

表１ 一酸化炭素の日付平均グラフ 

 

表２ 亜酸化窒素の日付平均グラフ 

表３ 道東自動車道の一か月ごとの自動車台数 

結果 

・交通量は例年に比べると減少していた. 

・一酸化炭素は年を重ねるごとに含有量が減りつつある.また,

春に最も量が多い. 

・亜酸化窒素も年を重ねると量が徐々に増えている.初冬に一

番多い. 

考察 

・今回得たデータからは交通量の変化に伴う一酸化炭素と亜酸

化窒素の変化に関係はみられなかった. 

・一酸化炭素も亜酸化窒素もそれぞれ同じ時期にデータの増減

がみられるので,大気中微量成分の量は季節的な要因によるの

ではないか. 

おわりに 

 この研究では交通量以外の要素で微量成分についてのデータ

の分析を行わなかった.分析するうえで吟味すべき要素がほか

にも多くあるので,今後の研究では観測地付近の地形や人間生

活の特徴にも焦点を当て,データの分析をさらに進める.また,

大気中微量成分が季節変化によって受ける影響についての調査

も行っていく. 
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